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施設 区分 単位
金額

現行 改正後

公民館
麻郷福祉会館

高齢者いきいき館

東田布施公民館大会議室 １時間につき 430 円 440 円

西田布施公民館大集会室 〃 640 円 660 円

その他の部屋 〃 210 円 220 円

TAIKO
スポーツセンター

田布施

町民グラウンド
専用利用

全面 〃 430 円 440 円
陸上競技場、軟式野
球・ソフトボール場

〃 210 円 220 円

個人利用 全面 〃 210 円 220 円
第 1 体育館

 （B&G 海洋センター  
  体育館）

第 2 体育館

専用利用 半面 〃 210 円 220 円

弓道場 専用利用 半面 〃 210 円 220 円

テニス場
専用利用 1 面 〃 210 円 220 円

付属施設 照明施設（1 面） 〃 210 円 220 円

小学校または
中学校

小学校屋内運動場 〃 210 円 220 円

中学校屋内運動場（半面） 〃 640 円 660 円

武道場（半面） 〃 210 円 220 円

天体観測ドーム １回につき 1,080 円 1,100 円

小学校または中学校屋外運動場
４時間以内 540 円 550 円

８時間以内 1,080 円 1,100 円

麻里府地域施設

麻里府体育館 １時間につき 210 円 220 円

麻里府グランド
４時間以内 540 円 550 円

８時間以内 1,080 円 1,100 円

郷土館
特別展示 １人につき 1,080 円 1,100 円

展示室 １時間につき 210 円 220 円

近隣公園および
公園

　競技会、集会、展示会その他これらに類する催　
物など

１日につき 2,160 円 2,200 円

のんびらんど・
うましま

キャンプ場
１日１か所につき 2,590 円 2,640 円

１泊１か所につき 3,450 円 3,520 円

キャビン
１日１棟につき 6,910 円 7,040 円

１泊１棟につき 10,150 円 10,340 円

管理棟研修室 １日１室につき 5,180 円 5,280 円

使用料の改定について 問総務課　☎ 52-5802

　10月１日から消費税の改定に伴い、各使用
料などを改定します。詳細は、所管課または
各施設にお問い合わせください。

※上下水道料金やごみ収集・渡船・斎苑の使用料改定内
容は、9 月の広報でお知らせします。
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『田布施町プレミアム付商品券発行事業』
の実施について

　10 月１日から予定されている消費税・地方消費税率 10％への引上げが低所得者・子育て世帯の消費に与
える影響を緩和するとともに、地域における消費を喚起・下支えすることを目的として、プレミアム付商品券
発行事業を実施します。
　9 月中旬に低所得者向けプレミアム付商品券の購入対象と思われる世帯には申請書を郵送します（申請書を
町に提出し、審査後、該当者には商品券の購入引換券を郵送します）。
　また、平成 28 年４月２日～令和元年９月 30 日に生まれた子どもがいる世帯には、別途９月以降に商品券
の購入引換券を郵送します。（申請不要）
　商品券についての詳細は、９月の広報でお知らせします。

問町民福祉課  福祉係　☎ 52-5810

■商品券を使用できる店舗
　今後、町内の店舗を広く募集します。店舗募集に

ついては、田布施町商工会（☎ 52-2983）へお
問い合せください。

※商品券を使用できる店舗が決まり次第、ホーム
ページなどでお知らせします。

※商品券の使用対象にならないものがあります。

■『特殊詐欺』や『個人情報の詐取』にご注意くだ
さい！

・プレミアム付商品券を販売するために、町や国な
どが手数料などの振込みを求めることは絶対にあ
りません。

・町や国などが ATM（銀行やコンビニエンススト
アなどの現金自動預払機）の操作をお願いするこ
とは絶対にありません。

・町や国などが町民の皆さんの世帯構成などの個人
情報を尋ねることは絶対にありません。

※ご自宅や職場などへの町や国の職員をかたった
電話や、郵便が届いた場合は、迷わずに柳井警察
署（☎ 23-0110）または警察相談専用電話（♯
9110）にご連絡ください。

特別児童扶養手当受給者の皆さんへ
　８・９月は『特別児童扶養手当所得状況届』の提出月です。詳細は、個人宛に通知します。
　期間内に手続きがない場合、手当の支払いが差し止められることがあります。ご注意ください。

◇提出期間　８月 9 日（金）～９月 11 日（水）

ご存じですか？特別児童扶養手当
◇特別児童扶養手当の対象者
　20 歳未満で身体または精神に重度・中度以上の障害をお持ちのお子さんを監護している父もし

くは母、または養育している人（所得制限あり）
◇手当額　平成 31 年４月から手当額は下表のとおり

問町民福祉課  児童係　☎ 52-5810

区　分 月　額

１級（重度障害児） 52,200 円

２級（中度障害児） 34,770 円
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　『ふるさと寄附金』は、田布施町に親しみを持ってくださる人に、『がんばれ田布施』の想いを寄附金というか
たちでお寄せいただくことにより、福祉・教育のほか、さまざまなまちづくりを応援していただくものです。
　町内からのご寄附にはお礼の品をお返しできませんが、町外にお住いのご親戚やお知り合いの人が帰省された
ときに、呼びかけていただけると幸いです。詳細については、お問い合わせください。

田布施町への『ふるさと寄附金』の呼びかけにご協力を

■寄附金の使途について
◇子育て支援…5,894千円
　（乳幼児医療給付費など）
◇保健福祉…2,289千円
　（高齢者いきいき館事業など）
◇教育…1,994千円
　（図書館空調設備更新事業、城南小学校校

舎等整備事業など）

ご寄附ありがとうございました　（平成30年度分）

※公表を承諾いただいた人については町の
ホームページに掲載しています。

　皆さま、ご寄附いただきありがとうござい
ました。

①寄附金の使途を選べます
　　皆さまの意志を『寄附』というかたちで町政に

反映させることができます。
　　平成 30 年度は、子育て支援、図書館空調設備

更新事業などさまざまな用途に活用しました。

②住民税などが控除される場合があります
　　確定申告やワンストップ特例などにより寄附額

を申告することで、住民税などが控除される場合
があります。

　　寄附による税額控除の仕組みについては、お近
くの税務署または税務主管課（☎ 52-5804）に
お問い合わせください。

③寄附額に応じたお礼の品を贈呈します
　　お礼の品の種類・内容は、インターネットサイ

ト『ふるさとチョイス』『楽天市場』をご覧くだ
さい。（町のホームページより行くこともできま
す。）現在５千円から 11 万円までの金額ごとに、
寄附に対するお礼の品を準備しています。

■ふるさと寄附金のメリット

　平成30年度に田布施町にお寄せいただいた『ふるさと寄附金』の寄附額は、15,554,376円（寄
附者数1,259人）となりました。いただいたご寄附は、次のように活用しました。

＜お礼の品一例＞

問企画財政課  企画係　☎ 52-5803

◇環境…1,430千円
　（美しいまちづくり推進費）
◇町長に一任など、その他…3,937千円
　（子ども医療、田布施倶楽部事業など）
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　『すみれの会』は、日ごろ家庭で介護をしている
人などが集い、介護の悩みや体験話を語り合いな
がら交流を深め、介護の悩みの軽減や心身のリフ
レッシュなどを図っています。
　本会では、次のような介護の相談や研修会など
を行っています。お気軽にご利用ください。
■介護相談
　『オレンジカフェ』の会場に会員も参加していま

すので、介護に関することなどお気軽にご相談
ください。申込みは不要です。

・城南公民館　第１木曜日
・麻里府公民館　第３木曜日
・時間（全日程共通）
　午前10時～午前11時30分　

在宅介護者家族の会『すみれの会』をご存じですか？

　『田布施町ふるさと交流会』を東京で開催しま
す。お食事、飲み物をご用意しておりますので、
普段はなかなか会うことができないお知り合い
やご友人との交流の機会にいかがですか。東京
近辺にお住まいのお知り合いやご友人にもぜひ
ご案内ください。
　町ホームページや田布施倶楽部のFacebook
にも掲載していますので、ぜひご覧ください。
※田布施倶楽部のFacebookは町ホームページ

のトップ画面のバナーからアクセスできます。
◇日時　8月24日（土）
　午後5時～午後7時30分
◇場所　ホテル　ルポール麹町
　（東京都千代田区平河町2-4-3）
　（☎03-3265-5365）

『田布施町ふるさと交流会 in 東京』参加者を募集中です！

◇会費　7,000円（食事代込）
※当日、受付にてお支払いください。
◇申込方法　企画財政課企画係に電話、FAX、

メールで申し込む
※FAX、メールで申し込む場合、本文に『参加

者氏名（全員分）』『住所（全員分）』『電話番号
（代表者）』を記載してください。メールの場
合は、タイトルを『田布施町ふるさと交流会
申し込み』としてください。

◇申込締切日　8月16日（金）
◇申込み・問合せ先　企画財政課企画係
　☎0820-52-5803　FAX 0820-53-0140
　E-mail　kikaku@town.tabuse.yamaguchi.jp

■研修会
　年６回集まり、介護についての学習などをしながら

親睦を深めています。
　事前に連絡をいただければ、会員以外の人も参加で

きます。
◇今後の日程
　９月20日（金）、11月15日（金）、令和２年２月14

日（金）
◇時間　午前10時～正午
◇場所　中央公民館　和室B

■会員募集
　介護を必要とする人の家族などで、入会していただ

ける人を募集しています。
◇会費　無料
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問田布施町社会福祉協議会
　☎ 53-1103
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シルバー人材センター
会員入会説明会

　田布施中学校の運動会をご覧くださ
い！
　スローガン『一騎当千～努力に勝る天
才なし～』のもと、生徒一人ひとりが全
力を尽くします。町民の皆さん、ぜひご
来校の上、参加・観覧してください。
※本年度も猛暑が予想されるため、今年

度も昨年度と同様にプログラムを一部
短縮して実施します。詳細なプログラ
ムを希望される人は、直接学校にお問
い合わせください。（8月下旬以降）

※地域の行事と重なっている人は、地域
の行事を優先してください。

◇日時　9月８日（日）
　午前8時40分～
　（雨天時は９日（月）に順延）
◇問合せ先　田布施中学校
　☎52-2138

　健康で働く意欲のある60歳以上の皆
さん、シルバー人材センターの会員に
なってみませんか？
　まずは入会説明会にお越しください。
◇入会説明会開催日
　９月27日（金）・11月27日（水）
◇時間　午後１時30分～午後３時
◇会場
　田布施町中央公民館
※筆記用具を持参してください。
◇問合せ先
　（公社）柳井広域シルバー人材センター
　・本部事務所
　　☎23-5959　FAX 23-6116
　・田布施事務所　☎52-4399（FAX兼）

たぶせスポーツまつりの参加者募集について

　10 月 13 日（日）、『TAIKO スポーツセンター田布施』において、『たぶせスポーツまつり』
が開催されます。その中で実施する２つのイベントについて、参加者を募集します。

■走り方教室
　小学生を対象に、走り方（短距離）につい

ての教室を開催します。
◇開催時間
　午前 10 時～午前 11 時 30 分
◇募集
・小学１～３年生　親子 20 組
・小学４～６年生　40 人

■３×３（バスケットボール）
　東京オリンピックで正式種目になった、３

×３バスケットボールを行います。
　試合は、トーナメント方式で行う予定です。
◇開催時間　午前 10 時～正午
◇募集
・小学生の部
・中学生以上の部
※各部８チーム（１チーム５人）の募集とな

ります。

問 TAIKO スポーツセンター田布施　☎ 52-3832

６

田布施中学校運動会

■申込方法
　事務所に備付けの申込書で申込む
※当日の受付時間については、申込時に

お伝えします。

■参加費　無料
■申込期間　８月14日（水）～30日（金）
■申込み先
　TAIKO スポーツセンター田布施
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素敵な出会いをお探しの人や、真剣に
お付き合いしたい人を大募集します。

サザンセトカップリングパーティー
in柳井

◇日時　９月 29 日（日）
　午前 11 時～午後３時 30 分
　（受付：午前 10 時 30 分～）
◇場所　果子乃季　総本店
　（柳井市柳井 5275）
◇参加資格
・男性　20 歳～ 45 歳の独身者で、柳井地域（柳
　井市・周防大島町・上関町・田布施町・平生町）

にお住まいの人
・女性　20 歳～ 45 歳の独身者（住所不問）
◇参加費　男性、女性　各 3,000 円　
　（軽食・フリードリンク付）
◇定員　男性、女性　各 20 人
◇内容　スイーツビュッフェ＆和菓子づくり

◇申込方法
　下記申込み先へ電話または、らくよりドットコム

ＨＰ（http://rakuyori.com）の専用申込みフォー
ムから予約

◇申込締切　９月 22 日（日）
※応募者多数の場合は、申込締切後に抽選となりま

すが、締切前であっても、募集を打切る場合があ
ります。結果については、抽選後ご連絡します。

◇主催　柳井地区広域行政連絡協議会
◇協力
・（一社 ) やまぐち定住促進県民活動ネットワーク
・あさひ製菓
◇申込み・問合せ先　企画財政課企画係
　☎ 52-5803
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　グループで旅行をするときなどの移動手段として広く利用されるマイクロバスですが、一部、無許可のも
のや不適切なサービスなどが横行しています。
　こうした『白バス』と呼ばれる違法なサービスを利用しないよう、次の点に注意してください。運転手付き
マイクロバスの手配は、国土交通大臣の許可を受けたバス会社を利用しましょう。

・道路運送法の許可を受けたバス会社（貸切バス事
業者）の正規のマイクロバスには『緑ナンバー』が
付いています。

・正規の貸切バス事業者には『運送引受書』や『領収
証』などの関係書類の交付が義務づけられていま
す。口答による契約は、法律に違反するサービス
です。

・レンタカーのマイクロバスには運転手は付いてい
ません。

マイクロバスの適切な利用について

※違法な『白バス』を利用して事故に遭った場
合、保険が適用されないことがあります。

・違法な『白バス』を利用して、万が一、事故に
遭って負傷した場合、適切な損害賠償がなさ
れず、治療費などの損害額を利用者自身が全
額負担しなければならないケースもあります。

◇問合せ先
　国土交通省中国運輸局山口運輸支局
　☎083-922-5336

７
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■田布施町のがん検診の受診率
　田布施町のがん検診受診率は、平成 29 年

度では、胃がん、肺がん、大腸がん、乳
がんは県内で３位と高くなっていますが、
子宮頸がんの受診率は、県内 11 位と受診
率が低い状況です。（右表）

　『がん』は、日本人の２人に１人が発症すると言われていますが、早期に発見し、治療をすれば治る確
率が高いとも言われています。
　そこで重要になるのが、がん検診です。早期発見のためには、症状のないときにこそ、定期的にがん検
診を受けることが大切です。

がん検診を受けましょう
～令和元年度のがん検診の補助が始まりました！～

検診 田布施町 県平均 県内の順位
胃がん検診 9.3％ 3.8％ 3 位
肺がん検診 25.7％ 14.1％ 3 位

大腸がん検診 20.4％ 13.9％ 3 位
子宮頸がん検診 20.2％ 22.7％ 11 位

乳がん検診 22.8％ 17.3％ 3 位

Q1：検診を受けようと思われたきっかけを教
えてください。

・がん検診の案内がきて、『自分も検診を受け
る年になったんだ』と思い受診しました。

・自分自身の体調について考えていた時に、町
から『50 歳無料検診』の案内がきて受診を
決めました！

・クーポン券が届いて受けようと思いました。
・お母さんに誘われて、今日は一緒に来ました。
・同窓会で、「知り合いが、がんになった」と

いう話題から「がん検診を受けた方がいいよ
ね」ということになり、今では LINE の同窓
会グループで、「がん検診を受けたよ」、「異
常がなかったよ」と報告しあっています。

・今までに受けたことがなく、テレビで芸能人
ががんになったニュースを見て、若くても「が
んになるんだ」と思い、年齢的にも不安があっ
たから。

◇がん検診の受診率表

がん検診を受けられた人に話を聞いてみました！

Q2：集団検診または個別検診を選ばれた理由
を教えてください。

【集団検診を選んだ理由】
・自分で日程調整して、予約してということが

なく気軽に受けることができるからです。
・待ち時間が病院に比べると短いから。
・知り合いと一緒に来ました。知り合いと一緒

ならば、待ち時間もそれほど気にならないか
らです。

【個別検診を選んだ理由】
・かかりつけ医だから。
・自分の予定が空いている日を選んで受けるこ

とができるからです。
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作
り
方

材
料（
４
人
分
）

帆
立
貝
柱
の
簡
単
お
こ
わ

炊
飯
器
で
も
ち
米
を
炊
く
と
き
の
水
加
減
は
、
う
る
ち
米
よ
り
も
少
な
め
に

炊
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま
た
帆
立
貝
柱
の
缶
詰
を
使
う
こ
と
で
い
つ
で

も
簡
単
に
味
わ
い
深
い
お
こ
わ
が
で
き
ま
す
。

１人分の栄養価
エネルギー…291kcal
たんぱく質…8.8g　脂質…1.0g
カルシウム…17mg　塩分…0.6g

もち米	 280g
水	 260cc
帆立貝柱缶	 1 缶（65g）
冷凍グリンピース	 30g
茹でたけのこ	 50g
生姜	 15g
　　酒	 小さじ 2
　　しょうゆ	 小さじ 2
　　みりん	 小さじ 2

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

①
も
ち
米
は
手
早
く
と
い
で
ザ
ル
に
あ
げ
て
お
く
。

②
茹
で
た
け
の
こ
は
１
㎝
角
に
切
る
。
生
姜
は
せ
ん
切
り
に
す
る
。
帆

立
貝
柱
缶
は
身
と
缶
汁
に
分
け
て
お
く
。
冷
凍
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
は
熱

湯
を
か
け
て
お
く
。

③
炊
飯
器
に
も
ち
米
を
入
れ
、
調
味
料
と
缶
汁
と
水
を
加
え
て
３
０
０

㏄
に
し
た
も
の
を
加
え
、
茹
で
た
け
の
こ
、
生
姜
、
帆
立
貝
柱
を
入

れ
て
、
炊
飯
す
る
。

④
炊
き
上
が
っ
た
ら
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

９

Q3：がん検診を受けたことがない人に一言
お願いします。

・何かがあったとき、辛いのは自分だけでな
く、家族も辛いです。検診は、自分のため
だけじゃなく、家族のためにも受けてほし
いです。

・面倒と思うかもしれませんけど、健康と
思っているうちから、早期発見のために年
に１回は受けた方がいいと思う。異常がな
ければ安心だし、もしも何かあっても早め
に対処することができるので、受けた方が
自分のためになると思います。

・思っているよりも簡単に受けることができ
るし、なによりも受けると安心感があるの
で挑戦してほしいです。

■がん検診を受診した後が大切です！
　がん検診の結果、『要精密検査』と通知を

受けた場合は、必ず精密検査を受診しま
しょう。精密検査の必要がない場合も毎年

（子宮頸がん・乳がん検診は２年に１回）
検診を受けることが大切です。

　また、気になる症状があるときは、次の検
診を待たず、医療機関を受診するようにし
ましょう。

※個別検診の受診票は６月末に発送していま
す。また、胃がん・大腸がん検診は８月末
に、肺がん検診は 10 月始めに受診票の発
送を予定しています。9 月 29 日には、胃・
大腸・乳・子宮頸がんの総合検診を実施し
ます。がん検診を希望する人で、申込みを
していない場合は、保健センターにご相談
ください。

　
「
保
健
セ
ン
タ
ー
は
ど
こ
に
あ

る
ん
で
す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
保
健
セ

ン
タ
ー
は
西
田
布
施
公
民
館
の
中

に
あ
り
ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
相

談
・
健
康
教
育
・
が
ん
検
診
な
ど

を
行
っ
た
り
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
相
談
や
支
援
な
ど

町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
増
進
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
・
栄
養
相
談
や
妊
婦
・
育

児
相
談
な
ど
は
定
期
的
な
相
談
日

を
設
け
て
い
ま
す
が
、
気
に
な
る

こ
と
な
ど
が
あ
れ
ば
、
相
談
日
に

限
ら
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
を

　
ご
存
知
で
す
か
？
　

Ａ
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タ
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４
９
９
９

保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　毎日食べている家庭の食事には、食中毒が発生する危険性がたくさん潜んでいます。次の６
つのポイントに注意して食中毒を予防しましょう。

家庭でできる食中毒予防の６つのポイント

◇食品を購入するとき
・肉・魚は水分がもれないようにそれぞれ

包む
・消費期限などの表示をチェック！
・寄り道をしないでまっすぐ帰ろう
◇家庭で保存するとき
・帰ったらすぐ冷蔵庫へ入れる
・冷蔵庫の中に詰めすぎないように（目安

７割程度）
◇下準備のとき
・冷凍食品の解凍は冷蔵庫や電子レンジを

使用
・こまめに手を洗う
・包丁などの器具、ふきんは洗って消毒を
・ゴミはこまめに捨てる
◇調理のとき
・加熱は十分に（目安は中心部の温度が

75℃で１分間以上）
・台所は清潔にする

◇食事のとき
・食事の前に手を洗う
・長時間放置しない
◇残った食品は
・手洗い後、清潔な器具で容器に移して保

存
・早く冷えるように小分けにする
・時間が経ち過ぎたり、ちょっとでも怪し

いと思ったら、思い切って捨てる
※厚生労働省ホームページより抜粋してい

ます。

　
『
自
分
に
自
信
が
な
い
』『
何
も
や

る
気
が
お
こ
ら
な
い
』『
子
育
て
に
自

信
が
な
い
』
な
ど
、
困
っ
た
り
悩
ん

だ
り
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
認
知
症
の
ご
相
談
を
受
付

て
い
ま
す
。
家
族
の
方
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◇
内
容

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談

員
に
よ
る
個
別
相
談

◇
相
談
日

　
毎
月
第
４
水
曜
日

　
（
祝
祭
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

◇
時
間

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◇
場
所　
西
田
布
施
公
民
館

◇
申
込
方
法

　

相
談
日
前
日
ま
で
に
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡

『
こ
こ
ろ
の
相
談
』
の
ご
案
内

　
得
す
る
健
康
講
座

　
～
脂
質
異
常
が
気
に
な
る

あ
な
た
へ
～

　
健
診
を
受
け
て
『
ち
ょ
っ
と
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
が
高
い
で

す
ね
』
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
か
？

　
そ
ん
な
あ
な
た
に
、
お
得
な
お
話

し
で
す
。
や
っ
て
み
た
く
な
る
食
事

の
改
善
方
法
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

是
非
、
講
座
に
参
加
し
て
よ
り
健
康

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時　
９
月
27
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◇
場
所　
西
田
布
施
公
民
館

◇
対
象
者

　
健
診
の
結
果
脂
質
異
常
の
指
摘
を

受
け
た
人
（
治
療
を
し
て
い
な
い

人
）、
興
味
の
あ
る
人

◇
講
師

　
管
理
栄
養
士
・
保
健
師

◇
内
容

　
脂
質
異
常
の
病
態
、
食
事
と
運
動

の
話

◇
受
講
料　
無
料

◇
申
込
方
法

　

講
座
の
前
日
ま
で
に
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
連
絡
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６/20 園児との交流を楽しみました
　麻里府公民館でオレンジカフェ『はま風』の参加
者と麻里府保育園の園児が交流しました。
　当日は、カフェの参加者が手作りの積木を園児
にプレゼントし一緒に遊びました。また、参加者
のハーモニカ伴奏にあわせてみんなで合唱したり、
ボランティアによる紙芝居『石城山のやまんば』を
鑑賞して、賑やかに楽しい時間を過ごしました。
　オレンジカフェ『はま風』は毎月第3木曜日に、
麻里府公民館で開催しています。

７/24 全国消防救助技術大会に出場
　光地区消防組合東消防署に勤務する、堪

たたいけいすけ
井啓介

さん（27）と岡
おかむらたけひろ

村健弘さん（25）らの救助隊員が、
『ロープブリッジ救出』の競技で県大会を４位で通
過し、中国地区大会では見事に優勝し、8月25
日に岡山県で開催される『第48回全国消防救助技
術大会』に出場します。
　『ロープブリッジ救出』とは、建物内に取り残さ
れ孤立した要救助者を、救助隊員が水平に張られ
たロープを渡り救出する救助方法です。

７/12 暑中見舞いはがきを受贈
　田布施ライオンズクラブ（田布施LC）より、『サ
ンキューかもめ（くじ付き暑中見舞いはがき）』が
田布施町教育委員会に寄贈されました。
　田布施LCの城英明会長は、「町内の子供たちが、
お世話になった方々に手書きで感謝の気持ちを伝
える機会を増やしたい」という趣旨で寄贈された
ことから、町内小・中学校の全児童生徒に『サン
キューかもめ』を配付しました。

７/９ 社会教育功労賞を受賞
　出井真治さん（波野市自治会）が令和元年度山口
県社会教育功労者として表彰され、町長へ受賞の
報告をされました。
　出井さんは、社会教育委員として平成18年４
月から13年間にわたり、地域協育ネットの推進、
家庭教育支援など田布施町の社会教育振興のため
尽力されました。
　その功績が認められ、今回の受賞となりました。

Tabuse
Town News
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平
成
30
年
度

発
掘
調
査
を
実
施
報
告

文
化
財

　
調
査
し
た
の
は
、
宿
井
地
区
所
在

の
森
国
遺
跡
、
下
小
田
遺
跡
、
中
溝

遺
跡
と
麻
郷
地
区
所
在
の
守
吉
遺
跡

で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
で
昔
か
ら

人
々
が
生
活
し
て
い
た
痕
跡
が
見
ら

れ
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
は
８
月
10
日
に
実
施

す
る
発
掘
調
査
報
告
会
の
内
容
の
一

部
で
す
。

■
守
吉
遺
跡

　
守
吉
遺
跡
は
、麻
郷
地
区
に
あ
り
、

西
方
に
あ
る
呉く
れ
ろ
く
さ
ん

麓
山
か
ら
泊
団
地
に

接
し
た
城
山
へ
の
北
西
か
ら
東
南
方

向
へ
と
低
い
山
々
が
連
な
る
と
こ
ろ

か
ら
、
や
や
北
東
方
向
に
派
生
し
た

樹
枝
状
に
伸
び
る
丘
陵
の
先
端
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
は
標
高
25
～
35
ｍ
の
低
い

丘
陵
部
に
あ
り
、
広
さ
は
東
西
約

１
２
０
ｍ
、
南
北
約
２
６
０
ｍ
で
、

今
回
の
調
査
面
積
は
、
国
営
ほ
場
整

備
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
エ
リ
ア
の

内
、
地
形
な
ど
を
考
慮
し
記
録
保
存

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
遺
跡
内
北
側

の
５
９
７
㎡
（
以
下
『
１
地
区
』）

と
遺
跡
内
南
側
の
６
５
７
㎡
（
以
下

『
２
地
区
』）
の
２
ヵ
所
で
す
。

　
今
回
の
調
査
で
、
遺
構
は
、
守
吉

遺
跡
内
の
１
地
区
で
、
掘
立
柱
建
物

が
１
棟
以
上
、
溝
状
遺
構
が
３
条
、

土
坑
が
３
基
、
柱
穴
約
１
７
０
個
、

不
明
遺
構
11
基
が
確
認
さ
れ
、
遺
構

か
ら
主
に
室
町
時
代
の
瓦
質
土
器
の

足
鍋
片
も
し
く
は
鍋
片
な
ど
が
出
土

し
て
い
ま
す
。
近
世
以
降
の
も
の
と

思
わ
れ
る
穴
や
溝
１
７
０
個
も
確
認

し
ま
し
た
。
２
地
区
で
は
溝
15
条
、

土
坑
２
基
、
柱
穴
２
個
が
確
認
さ

れ
、
遺
構
か
ら
は
中
世
の
土
師
器
や

近
世
以
降
の
瓦
な
ど
が
出
土
し
て
い

ま
す
。

　

全
体
的
に
出
土
し
た
遺
物
と
し

て
、
１
地
区
で
縄
文
土
器
、
弥
生
土

器
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
瓦
質
土
器
、

陶
器
、
磁
器
、
石
器
、
鉄
製
品
、
骨
、

２
地
区
で
土
師
器
、
陶
器
、
瓦
が
出

土
し
ま
し
た
。
骨
は
土
井
ヶ
浜
人
類

学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
学
芸
員
に
見
て

い
た
だ
き
、
馬
の
歯
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
守
吉
遺
跡
は
近
世

以
降
に
開
発
な
ど
を
行
っ
た
影
響
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
主
に
室
町
時

代
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
出
土
遺
物
と
し

て
縄
文
時
代
～
近
世
ま
で
の
各
時
代

の
土
器
を
確
認
し
、
周
辺
に
も
長
い

期
間
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
痕
跡
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。
今
後
周
辺
域
の
調
査
で
、
当
地

の
昔
の
様
相
が
徐
々
に
鮮
明
に
な
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
森
国
遺
跡

　
『
森
国
遺
跡
』
は
、
宿
井
地
区
に
あ

り
、
石
城
山
か
ら
南
西
に
伸
び
る
丘

陵
に
所
在
す
る
遺
跡
で
、
平
成
28
年

で
発
掘
調
査
を
終
え
た
『
石
の
口
Ｅ

遺
跡
』
の
南
東
部
分
に
位
置
し
ま
す
。

今
回
調
査
を
し
た
の
は
、
ほ
場
整
備

に
よ
り
遺
跡
に
影
響
の
あ
る
、
田
ん

ぼ
の
山
側
の
細
長
い
エ
リ
ア
で
、
柱

穴
や
溝
な
ど
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
地
は
平
安
時
代
後
期
を
中
心
と

す
る
集
落
遺
跡
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

前
後
の
時
代
の
遺
物
も
出
土
し
て
い

ま
す
。

■
下
小
田
遺
跡

　
下
小
田
遺
跡
は
宿
井
地
区
、
森
国

遺
跡
の
東
側
、
丘
陵
の
尾
根
を
一
つ

越
え
た
と
こ
ろ
に
所
在
す
る
遺
跡
で

す
。

　
こ
の
遺
跡
は
平
安
時
代
後
期
を
中

心
と
す
る
遺
跡
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
古
墳
１
基
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

は
注
目
さ
れ
ま
す
。
古
墳
石
室
の
内

部
か
ら
は
、
複
数
の
時
期
の
も
の
と

み
ら
れ
る
遺
物
が
確
認
さ
れ
、
追
葬

が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

古
墳
時
代
後
期
の
耳
環
、
玉
類
、

鉄
製
品
な
ど
が
出
土
し
ま
し
た
。

▶
玉
類　
下
小
田
遺
跡
出
土

　
（
玉
類
お
よ
び
森
国
遺
跡
画
像
提

供
：
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
）

▶
森
国
遺
跡
遺
構

▶
馬
の
歯　
守
吉
遺
跡
１
地
区
出
土
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私
た
ち
と
人
権
シ
リ
ー
ズ　
No. 
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主
任
相
談
員
　
久
保
ゆ
か
り

誰
も
が
わ
か
り
や
す
く
、

住
み
よ
い
地
域
に

な
っ
て
い
く
た
め
に

　
２
０
２
０
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
日
本

中
が
世
界
中
の
人
を
迎
え
入
れ
る
準

備
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
準
備
の
一
つ
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
と
は
、
一
般

的
に『
絵
文
字
』『
絵
単
語
』な
ど
と
呼

ば
れ
、
何
ら
か
の
情
報
や
注
意
・
注

目
を
示
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
視
覚

記
号（
サ
イ
ン
）の
一
つ
で
す
。
文
章

で
表
現
す
る
代
わ
り
に
、
絵
や
記
号

と
い
っ
た
視
覚
的
な
図
で
表
現
す
る

こ
と
で
、
言
葉
に
し
ば
ら
れ
ず
に
内

容
を
直
感
的
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、人
と
人
を
繋
ぐ
ツ
ー
ル（
手

段
）
と
し
て
、
と
て
も
大
切
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
は
、
私
達
の
生
活

の
中
に
身
近
に
あ
り
生
活
の
一
部
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ト
イ
レ

や
非
常
口
な
ど
も
そ
の
一
つ
で
、
手

段
や
手
助
け
が
あ
る
だ
け
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
り
、

困
っ
て
い
る
人
の
助
け
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
抱
え
て
い
る

人
が
地
域
で
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
人
に
少
し
の
手
助
け
や
使
え
る

ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
意
思
疎
通

が
図
れ
、
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
３
年
前
の
神
奈
川
県
相
模
原
市
の

障
害
者
支
援
施
設
で
起
き
た
事
件
が

世
間
を
震
撼
さ
せ
た
の
を
覚
え
て
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
重
い
障
害
を
お
持
ち
の
人

で
も
気
持
ち
が
な
い
、
何
も
わ
か
ら

な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

人
の
考
え
は
あ
っ
て
も
伝
え
る
す
べ

が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、
私
達
健
常

者
の
ツ
ー
ル
で
は
通
用
し
な
か
っ
た

り
す
る
だ
け
で
す
。
お
互
い
が
使
え

る
ツ
ー
ル
を
用
い
関
わ
る
こ
と
が
で

き
る
と
、
も
っ
と
す
ご
し
や
す
い
社

会
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
『
障
が
い
の
あ
る
人
も
地
域
の
中

で
普
通
の
暮
ら
し
が
で
き
る
社
会
』

を
目
指
し
て
、
よ
り
よ
い
地
域
に
な

る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

た
ん
ぽ
ぽ
（
城
南
学
園
）

■
中
溝
遺
跡

　
中
溝
遺
跡
は
、
宿
井
地
区
に
あ
り
、

石
城
山
南
東
麓
に
あ
る
谷
状
地
形
の

や
や
標
高
の
高
い
位
置
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
遺
跡
は
、
国
営
緊
急
農
地
再
編

整
備
事
業
（
ほ
場
整
備
）
に
伴
い
平

成
25
年
に
試
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
弥
生
時
代
か
ら
近

世
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
工
事
に
よ
っ
て
削
平
さ

れ
る
部
分
に
つ
い
て
発
掘
調
査
を
行

う
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら
後
期

を
中
心
と
し
た
住
居
跡
3
棟
、
そ
れ

に
伴
う
貯
蔵
穴
2
基
な
ど
多
数
の
遺

構
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
ま
た
、
遺
物
を
多
く
含
ん
だ
地
層

か
ら
多
量
の
弥
生
土
器
を
発
見
し
ま

し
た
。
発
見
さ
れ
た
土
器
は
、
大
型

の
壺
や
甕か

め
、
中
に
は
、
無
頸
壺
（
む

け
い
つ
ぼ
）
と
呼
ば
れ
る
土
器
も
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
種
類
の
土
器
は
、
広
島
県
東

部
か
ら
岡
山
県
の
地
域
で
多
く
造
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
溝
遺
跡

で
発
見
さ
れ
た
無
形
壺
は
、
形
な
ど

の
特
徴
は
前
述
の
地
域
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
土
器
に

使
用
さ
れ
た
土
の
状
態
な
ど
を
観
察

す
る
と
遺
跡
の
あ
る
地
域
で
造
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。つ
ま
り
、

当
時
、
前
述
で
述
べ
た
地
域
の
ひ
と

が
移
り
住
ん
で
作
っ
た
モ
ノ
で
あ
る

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、

出
土
し
た
遺
構
や
遺
物
の
多
く
は
整

理
作
業
中
で
す
。
今
後
、
整
理
し
た

資
料
を
も
と
に
遺
跡
の
性
格
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　地面を掘る土木工事・解体工事・建築工
事（個人住宅工事を含む）などを行なう場
合、その場所が周知の埋蔵文化財包蔵地（遺
跡）に該当するかどうかを確認する必要が
あります。（『埋蔵文化財』とは住居跡や古
墳のような地面に築かれている『遺構』と、
土器や石器といった『遺物』のことをいい
ます。）
　工事予定場所が、周知の埋蔵文化財包蔵
地の範囲内にある場合、文化財保護法第
93 条に基づき工事着手 60 日前までに『埋
蔵文化財発掘届出書』を田布施町教育委員
会を経由して山口県教育委員会に提出し、
指示を受けることになります。
※家を建てるときは、家の基礎や浄化槽な

どで地面を掘る前に、旧家屋の解体をす
る際にも地面を掘ります。

※地盤改良の際にも忘れずにお問い合わせ
ください。

※工事の予定箇所が『周知の埋蔵文化財包
蔵地』の範囲内かどうかは、お問い合わ
せください。

ご存知ですか？
～遺跡のある場所で工事をする時は、

届出が必要です～
問社会教育課　☎ 52-5813

◀
貯
蔵
穴
中
溝
遺
跡
２
地
区
検
出
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もう一冊。
 イ ベ ン ト お

か
あ
さ
ん
あ
り
が
と
う	み

や
に
し
た
つ
や

最
後
の
ド
ラ
ゴ
ン

	

ガ
レ
ッ
ト
・
ワ
イ
ヤ
ー

お
し
っ
こ
も
ら
ス
タ
ー	

田
中　
六
大

き
ょ
う
ふ
の
し
り
と
り	

武
田　
美
穂

手
紙	

福
田　
隆
浩

ア
レ
ク
サ
ｖ
ｓ
シ
リ	ジ

ェ
イ
ム
ズ
・
ブ
ラ
ホ
ス

シ
ニ
ア
の
逆
流
性
食
道
炎	

三
輪　
洋
人

百
の
夜
は
跳
ね
て	

古
市　
憲
寿

生
の
み
生
の
ま
ま
で（
上
）（
下
）	

綿
矢　
り
さ

じ
じ
ば
ば
の
る
つ
ぼ	

群　
よ
う
こ

ク
ジ
ラ
ア
タ
マ
の
王
様	

伊
坂
幸
太
郎

句
俳

短
歌

児
童 

一
般 

中
谷
み
さ
を

久
光　

良
一

小
藤　

淳
子

藤
井
千
恵
子

久
光　

良
一

心
の
中
の
一
筋
の
道
た
し
か
め
な
が
ら
歩
い
て
ゆ
く

レ
ジ
袋
少
し
重
た
い
老
い
の
身
の
幸
福
度

地
球
の
息
吹
と
戦
う
草
刈
り
作
業

伸
び
を
し
て
赤
ん
坊
太
る
五
月

風
吹
い
て
田
布
施
川
下
る
花
い
か
だ

周
防
一
夜
会

岡　
　

倫
子

松
根
千
代
子

曽
我　

欣
行

田
村　

文
代

播
磨　

春
枝

間
仕
切
り
を
取
払
ひ
た
る
夏
座
敷

そ
れ
ぞ
れ
の
話
つ
き
ざ
る
夏
座
敷

心
と
こ
ろ
て
ん

太
紺
の
暖の

れ

ん簾
に
水
の
影

酢
醤
油
も
黒
蜜
も
良
し
心
太

古
民
家
の
暖
簾
新
し
心
太

麻
郷
俳
句
教
室

藤
田　

京
子

吉
村　

京
子

上
岡　

知
雄

河
村
美
喜
子

暗
闇
に
見
つ
け
た
灯
を
思
い
た
り

　
　

あ
な
た
の
ポ
ツ
リ
と
言
い
し
一
言

遠
く
す
る
鼓
動
の
よ
う
な
船
音
に

　
　

言
葉
に
な
ら
ぬ
さ
び
し
さ
つ
の
る

海
の
青
山
の
緑
も
濃
さ
を
増
し

　
　

海
風
吹
け
ば
昼
寝
を
誘
う

大
輝
君
學
校
楽
し
と
目
輝
く

　
　

バ
ー
バ
は
い
つ
も
祈
っ
て
い
ま
す

短
歌

図
書
館
へ

行
こ
う
。

おしゃべり箱おはなしの会
　９月28日（土）  午前10時30分～
　図書館 2F 講座室にて

９月の
休館日

問田布施図書館　☎ 52-2288
HP　　  http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

毎週月曜日・祝日
17日（火）・24日（火）
月末整理日　30日（月）

『ころべばいいのに』
　　　　　ヨシタケ　シンスケ　作

『希望の糸』
　　　　　　　　　東野　圭吾　著

　テント山行を楽しめるよう、必要な知
識や技術、考え方をまとめた一冊。準備
から、当日の動き、次につなげるメンテ
まで、写真と図解で丁寧に紹介する。軽
量化のアイデアも充実。

　死んだ人のことなんか知らない。あ
たしは、誰かの代わりに生まれてきた
んじゃない。ある殺人事件で絡み合う、
容疑者そして若き刑事の苦悩。

　わたしには、嫌いな人がいる。イヤ
なことを言ったり、したりするから。
誰かを憎んでる時間がもったいないの
に、イヤな気持ちって自分じゃどうし
ようもない。そんなときは…。ヨシタ
ケシンスケの発想えほん第4弾。

14

『はじめてのテント山行』
　　　　　　　　栗山　祐哉　著
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問
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
53
‐
１
１
０
３

（
６
月
19
日
～
７
月
18
日
受
付
分
）

＊
社
会
福
祉
事
業
へ

上　
ゲ　
兼
本
敦
夫

匿
名
２
件

＊
香
典
返
し

蓮　
輪　
惣
田
洋
治　
父　
孫
治
郎

＊
紙
オ
ム
ツ

上　
ゲ　
兼
本
敦
夫

＊
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

新　
町　
幸　
将
広

子育て支援センター

はいはい
Ｈ30.4.2以降生まれ対象

赤ちゃんサロン（９月行事）
午前10時～正午

問たぶせ保育園　☎53-1012
おんとも

柳井警察署だより
問柳井警察署　☎ 23-0110
　https://www.police.pref.yamaguchi.
　lg.jp/kenkei/page_h002_000009.html

theme

３ 日 ( 火 )　身体測定
　　　　　 敬老の日のプレゼント作り
10 日 ( 火 )　調理実習 ※予約制 10 組

17 日 ( 火 )　制作遊び
24 日 ( 火 )　ふれあい遊び

よちよち

サロンの日の午後１時15分～午後３時30分
施設開放

H29.4.2 ～ H30.4.1以降生まれ対象

５ 日 ( 木 )　身体測定
　　　　　 敬老の日のプレゼント作り
12 日 ( 木 )　調理実習 ※予約制 10 組

　　　　　 　おにぎりギュッ！
19 日 ( 木 )　制作遊び
26 日 ( 木 )　ふれあい遊び

すくすく
H28.4.2 ～ H29.4.1生まれ対象

６ 日 ( 金 )　身体測定
　　　　　 敬老の日のプレゼント作り
20 日 ( 金 )　制作遊び

全員対象
11 日 ( 水 )　リトミック・誕生会

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１

■『うそ電話詐欺』被害防止のポイント
◇他人にキャッシュカードを渡さないで！
　電話で、『キャッュカードを調べる』『暗証番号を

教えて！』と言われたら詐欺！警察に通報してく
ださい。

■うそ電話詐欺被害から家族を守るために
　県内では、高齢者をはじめ、中高年世代や若い世

代の人まで、うそ電話詐欺の被害が広く発生して
います。

　夏の家族が集まる機会にコミュニケーションを図
り、家族全員が被害に遭うことのないよう気をつ
けましょう。

15

◇被害に遭わないためのポイント
・電話で、現金やキャッシュカードを要求されたら

詐欺！
・在宅時も留守番電話機能を活用！
・防犯機能付き電話等の購入を検討！
・一人で判断せず、すぐに警察へ相談！

『うそ電話詐欺』に注意！
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道
路
は
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な

い
大
切
な
も
の
で
す
。
こ
の
機
会
に

道
路
の
役
割
や
大
切
さ
に
つ
い
て
考

え
、
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

【 

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間 

】

　
田
布
施
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し

て
、
錢
谷
忠
義
氏
、
谷
茂
子
氏
が
７

月
１
日
に
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員
は
皆
さ
ま

の
相
談
相
手
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
解
決
す
る
手
助
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

※
本
町
で
は
岩
本
宏
司
氏
、
長
迫
晃

氏
も
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍

【 

人
権
擁
護
委
員
と
し
て

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱 

】

　
蜂
蜜
な
ど
を
販
売
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
住
所
地
以
外
の
場
所
で
蜜

蜂
を
飼
育
す
る
人
は
、
山
口
県
蜜
蜂

転
飼
条
例
に
基
づ
き
、
事
前
に
許
可

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
請
手
順

①『
蜜
蜂
転
飼
許
可
申
請
書
』の
様
式

を
経
済
課
農
林
振
興
係
で
受
け
取

り
転
飼
場
所
や
飼
育
期
間
を
記
入

す
る

②
蜜
源
の
競
合
を
避
け
る
た
め
、
転

飼
先
の
山
口
県
養
蜂
農
業
協
同
組

【 

蜜
蜂
転
飼
許
可
申
請
書
の

提
出
に
つ
い
て 

】

　
今
年
の
敬
老
会
は
９
月
７
日（
土
）

に
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
開
催
案
内
の
通
知
を
７
月

下
旬
に
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
出

欠
の
連
絡
を
し
て
い
な
い
人
は
、
早

急
に
同
封
さ
れ
て
い
た
出
欠
ハ
ガ
キ

を
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

　
健
康
保
険
課
長
寿
支
援
係

　
☎
52
‐
５
８
０
９

【 

敬
老
会
の
出
欠
に
つ
い
て 

】

合
支
部
長
に
対
し
て
９
月
20
日

（
金
）ま
で
に
記
入
し
た
申
請
書
の

内
容
の
確
認
依
頼
を
行
い
、
支
部

長
確
認
印
を
受
領
す
る

③
支
部
長
確
認
印
を
受
領
し
た
申
請

書
を
、
経
済
課
農
林
振
興
係
に
提

出
す
る

◇
注
意
事
項

・
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
群
数
に

応
じ
て
手
数
料
が
必
要
で
す
。（
転

飼
場
所
1
ヵ
所
に
つ
き
、
1
群
あ

た
り
１
５
０
円
。
16
群
以
上
は
一

律
２
３
０
０
円
。）　

・
支
部
長
確
認
印
の
な
い
申
請
や
提
出

期
限
を
過
ぎ
た
申
請
に
つ
い
て
は

許
可
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
提
出
期
限　
10
月
11
日（
金
）

◇
問
合
せ
先

・
経
済
課
農
林
振
興
課

　
☎
52
‐
５
８
０
５

・
柳
井
農
林（
水
産
）事
務
所
畜
産
部

　
☎
22
‐
２
４
１
６

◇
令
和
元
年
度
最
優
秀
賞

　
『
こ
の
道
は

世
界
に
つ
づ
く
ゆ
め
と
び
ら
』

◇
問
合
せ
先　
建
設
課
土
木
管
理
係

　
☎
52
‐
５
８
０
７

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

た
相
談
の
事
例
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
紹

介
し
ま
す
。

◇
相
談　
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

　

た
め
、
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー

キ
な
ど
先
進
安
全
装
置
を
搭
載
し

た
自
動
車
の
購
入
を
検
討
し
て
い

る
。
こ
の
装
置
で
事
故
は
完
全
に

防
げ
る
の
か
。

◇
対
応　
現
在
実
用
化
さ
れ
て
い
る

先
進
安
全
装
置
は
完
全
な
自
動
運

転
で
は
な
い
の
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー

は
機
能
を
過
信
せ
ず
安
全
運
転
を

す
る
必
要
が
あ
る
と
助
言
し
た
。

◇
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　
先
進
安
全
装
置
は
、
あ
く
ま
で
も

ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
を
『
支

援
す
る
』
シ
ス
テ
ム
で
す
。
衝
突

被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
な
ど
の
装
置

は
あ
ら
ゆ
る
状
況
で
の
事
故
を
防

ぐ
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
機
能
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

【 

先
進
安
全
機
能
を
過
信
せ
ず

安
全
運
転
を
心
掛
け
よ
う 

】
　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
機
能
を

持
つ
自
動
車
の
所
有
者
の
約
４
人

に
１
人
が
想
定
外
の
出
来
事
を
体

験
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち

の
約
25
％
の
人
に
物
的
損
害
が
あ

り
ま
し
た
。
性
能
や
作
動
条
件
は

検
出
器
の
方
式
や
車
種
ご
と
に
異

な
る
た
め
、
購
入
時
に
受
け
る
説

明
や
取
扱
説
明
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
各
装
置
の
注
意
事
項
を
よ
く

理
解
し
、
機
能
を
過
信
せ
ず
安
全

運
転
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

・
経
済
課
地
域
振
興
係

　
☎
52
‐
５
８
０
５

・
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐
２
４
２
１
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相　
談

＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

17

　
山
口
地
方
法
務
局
お
よ
び
山
口
県

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
学
校

に
お
け
る『
い
じ
め
』や
家
庭
内
で
の

児
童
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る

【 『
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
』

強
化
週
間 

】
■
ミ
シ
ン
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
雑

貨
を
作
っ
て
み
よ
う
！

◇
日
時　
９
月
18
日（
水
）

　
午
前
10
時
～
午
前
11
時
45
分

◇
場
所　

柳
井
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
４
階
大
ホ
ー
ル

　
（
柳
井
市
南
町
３
‐
９
‐
２
）

◇
内
容　
ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ

バ
ー
を
作
ろ
う

◇
講
師　
や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

【 

や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
講
習
会 

】
◇
日
時　
９
月
19
日（
木
）

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

◇
場
所　
町
役
場
保
健
室

◇
持
参
品

・
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
・
年
金
証
書
な
ど
）

・
相
談
者
本
人
の
確
認
が
で
き
る
も

の（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
代
理
人
に
よ
る
相
談
の
場
合
は

『
委
任
状
』お
よ
び『
代
理
人
本
人

の
確
認
が
で
き
る
も
の
』
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
予
約
受
付
期
限（
完
全
予
約
制
）

　
９
月
18
日（
水
）

【 

徳
山
年
金
事
務
所
年
金
相
談
会 

】

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

提
供
会
員　
河
岡
榮
子
氏

◇
定
員　
20
人

　
（
先
着
順
・
子
ど
も
同
伴
可
）

◇
参
加
費　
２
０
０
円

　
（
材
料
費
、
お
茶
代
）

◇
申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む

◇
申
込
期
限
日　
９
月
11
日（
水
）

◇
問
合
せ
先　
や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎
23
‐
０
６
６
８

　
総
務
省
が
『
経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基

礎
調
査
』
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
調

査
は
我
が
国
に
お
け
る
事
業
所
・
企

業
の
活
動
状
態
な
ど
に
つ
い
て
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
本
町
で
は
８
月
～
11
月
に
調
査

が
行
わ
れ
、
統
計
調
査
員
が
町
内
事

業
所
・
企
業（
個
人
事
業
主
を
含
む
）

の
外
観
を
確
認
し
活
動
状
態
の
調
査

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
前
回
調
査
か
ら
新
規
に
把

握
さ
れ
た
事
業
所
・
企
業
に
つ
い
て

は
統
計
調
査
員
よ
り
調
査
票
が
配
布

さ
れ
ま
す
。
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　
企
画
財
政
課
企
画
係

　
☎
52
‐
５
８
０
３

【 

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査
を

実
施
し
ま
す 

】

募　
集

　
熊
南
総
合
事
務
組
合
で
は
、
日
々

雇
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
申
込
希
望
者
は
、
封
筒
に
履
歴
書

を
同
封
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

書
類
選
考
の
上
、
面
接
対
象
者
に
ご

連
絡
し
ま
す
。

◇
募
集
人
員　
若
干
名

◇
勤
務
場
所　
資
源
活
用
セ
ン
タ
ー

　
（
平
生
町
大
字
曽
根
４
３
３
‐
３
）

◇
勤
務
内
容　
不
燃
物（
缶
・
ビ
ン
・

ガ
レ
キ
な
ど
）の
分
別
、
解
体
作
業

◇
勤
務
日
・
時
間

　
毎
週
水
曜
日（
祝
日
は
休
み
）

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

◇
賃
金　
時
給
９
７
０
円

◇
申
込
期
限

　
８
月
23
日（
金
）（
必
着
）

◇
提
出
・
問
合
せ
先

　
熊
南
総
合
事
務
組
合

　
平
生
町
大
字
曽
根
４
３
３
‐
３

　
☎
57
‐
０
５
３
０

【 

日
々
雇
用
職
員
募
集 

】

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

◇
問
合
せ
先　
町
民
福
祉
課
住
民
係

　
☎
52
‐
５
８
１
１

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
悩
み
に
つ
い
て

電
話
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
も
ご

利
用
で
き
ま
す
。

◇
通
常
相
談
時
間（
平
日
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

◇
強
化
週
間

　
８
月
29
日（
木
）～
９
月
４
日（
水
）

・
平
日

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

・
土
日　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

◇
相
談
先　
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

◇
問
合
せ
先

　
山
口
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　
☎
０
８
３
‐
９
２
２
‐
２
２
９
５

※
役
場
で
は
予
約
を
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
徳
山
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
３
４
‐
31
‐
２
１
５
２
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
‐
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放

送
予
定
の『
に
っ
ぽ
ん
縦
断 

こ
こ
ろ

旅
』
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙

で
旅
の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た
め
、

町
内
の
『
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
、
風

景
』
に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◇
放
送
予
定

　
11
月
18
日（
月
）〜
11
月
22
日（
金
）

◇
応
募
内
容

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性
別
、

年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
風
景
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

◇
応
募
期
限（
必
着
）

　
９
月
30
日（
月
）

◇
応
募
方
法

　

番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

【 

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

お
手
紙
募
集 

】
◇
応
募
資
格　
田
布
施
町
に
居
住
す

る
65
歳
以
上
の
人

◇
課
題

・
住
宅
防
火
（
特
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
）に
関
す
る
も
の

・
放
火
火
災
の
防
止
に
関
す
る
も
の

・
炎
に
ふ
れ
て
も
火
が
つ
き
に
く

く
、
燃
え
広
が
ら
な
い
防
炎
エ
プ

ロ
ン
の
普
及
に
関
す
る
も
の

・
そ
の
他
火
災
予
防
に
関
す
る
も
の

（
た
だ
し
、
山
火
事
予
防
に
関
す

る
も
の
は
除
く
）

※
作
品
は
す
べ
て
自
作
の
未
発
表
の

も
の
と
し
ま
す
。

◇
応
募
要
領

　
官
製
ハ
ガ
キ
に
、
標
語
１
点
、
郵

便
番
号
、住
所
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記

【 

防
火
標
語
の
募
集
に
つ
い
て 

】

　
こ
の
試
験
は
、
病
気
な
ど
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
、
就
学
義
務
を

猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
な
ど
に

対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に

国
が
行
う
も
の
で
、
合
格
者
に
は
高

等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま

す
。

※
受
験
資
格
、
出
願
書
類
な
ど
詳
細

に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇
試
験
日　
10
月
24
日（
木
）

◇
試
験
場
所　
山
口
県
庁

【 

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験 

】

nhk.jp/kokorotabi

）
も
し
く

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
郵
送
で
応
募

◇
応
募
先

　

〒
１
５
０
‐
８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ『
こ
こ
ろ
旅
』係

　
FAX
　

03
‐
３
４
６
５
‐
１
３
２
７

◇
問
合
せ
先

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０
‐
０
６
６
‐
０
６
６

　
☎
０
５
０
‐
３
７
８
６
‐
５
０
０
０

※
応
募
は
、
１
人
に
つ
き
、
１
点
と

し
、
提
出
さ
れ
た
作
品
は
原
則
、

本
人
に
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
提
出
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
は
、

主
催
者
に
帰
属
さ
れ
ま
す
。

◇
応
募
締
切（
必
着
）

　
10
月
25
日（
金
）

◇
提
出
・
問
合
せ
先

　
〒
７
４
３
‐
０
０
１
１

　
光
市
光
井
６
‐
16
‐
１

　
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
指
導
係

　
☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
２

試　
験

　
（
山
口
市
滝
町
１
‐
１
）

◇
試
験
科
目

   

国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
外

国
語（
英
語
）

◇
願
書
の
受
付
期
間

　
８
月
19
日（
月
）～
９
月
６
日（
金
）

◇
問
合
せ
先

　
山
口
県
教
育
庁
義
務
教
育
課

地
域
支
援
・
人
事
班

　
☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
４
５
９
５ 

　
川
遊
び
で
川
に
潜
っ
た
り
、
川
の

生
き
物
を
観
察
し
た
り
な
ど
、
川
で

の
体
験
や
川
と
触
れ
合
い
、
感
じ
た

『
川
で
の
思
い
出
や
川
へ
の
思
い
』を

文
章
に
し
、
絵
と
組
み
合
わ
せ
て
描

い
た
絵
手
紙
を
募
集
し
ま
す
。

※
デ
ザ
イ
ン
、
彩
色
、
画
材
は
自
由

で
す
。写
真
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◇
テ
ー
マ

　
『
川
遊
び
～
川
で
の
思
い
出
・
川

へ
の
思
い
～
』

◇
応
募
資
格　
河
川
愛
護
月
間
の
趣

旨
に
賛
同
す
る
人

※
年
齢
、
性
別
、
職
業
な
ど
の
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
応
募
で
き
る
作
品
は
１
人
１
作
品

で
、
応
募
作
品
は
未
発
表
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
に
限
り
ま
す
。

◇
応
募
方
法

　
応
募
作
品（
郵
便
は
が
き
サ
イ
ズ
）

の
裏
面
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

号
の
ほ
か
、
小
・
中
・
高
校
生
は

学
校
名
と
学
年
を
明
記
し
郵
送

※
氏
名
、住
所
お
よ
び
学
校
名
に
は
、

ふ
り
が
な
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

◇
応
募
期
限

　
９
月
27
日（
金
）（
当
日
必
着
）

◇
送
付
先

【 
河
川
愛
護
月
間
絵
手
紙
の
募
集 

】
　
〒
１
０
０
‐
８
９
１
８

　
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関

２
‐
１
‐
３

　
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全

局
治
水
課
内『
河
川
愛
護
月
間
』絵

手
紙
募
集
係

◇
問
合
せ
先

　
国
土
交
通
省
水
管
理

　
・
国
土
保
全
局
治
水
課
管
理
係

　
☎
03
‐
５
２
５
３
‐
８
１
１
１
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今月の納期

８月・９月
休日納税（相談）窓口

　滞納が続くと、納期から本税（料）
納付までの経過日数に応じて延滞金が
加算されます。督促手数料や延滞金を
含めて完納とならない場合、滞納処分
を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できな
い事情のある人などの納付に関する相
談もお受けします。

◇町県民税 	 （２期）
◇国民健康保険税・介護保険料
　後期高齢者医療保険料	 （２期）

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　8 月 25 日（日）　９月 29 日（日）
※コンビニ収納開始に伴い、平日夜間納税（相談）

窓口は 7 月をもって終了となりました。

◇納付場所　町役場１階 税務課窓口
◇対象および内容の問合せ先

町県民税・固定資産税・軽自動車税
………税務課　　　☎ 52-5804

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料・介護保険料

………健康保険課　☎ 52-5809
保育料および児童クラブ保育料

………町民福祉課　☎ 52-5810
町営住宅使用料および駐車場使用料

………建設課　　　☎ 52-5807
下水道受益者負担金

………建設課　　　☎ 52-5817

●印刷所　キッショウ株式会社　　　本紙は環境にやさしい再生紙を使用しています。

… 人口 …
15,252 人

（増減 -13 人）

… 男 …
7,281 人
… 女 …
7,971 人
… 世帯 …
7,027 世帯

（７月１日現在）

人口と世帯

19

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

◇
試
験
日 

　
11
月
23
日（
土
）（
光
地
区
）

◇
試
験
会
場

　
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
ほ
か

※
光
地
区
会
場
は
乙
種
第
４
類
の
み

と
な
り
ま
す
。

※
他
の
受
験
地
、
受
験
種
類
を
ご
希

望
の
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
受
験
手
数
料

・
甲
種　
６
５
０
０
円

・
乙
種　
４
５
０
０
円

・
丙
種　
３
６
０
０
円

◇
受
付
期
間　

　
９
月
６
日（
金
）～
20
日（
金
）

※
電
子
申
請
も
で
き
ま
す
。
詳

細
は
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

（http://w
w

w
.shoubo-

shiken.or.jp)

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
準
備
講
習
会

◇
対
象
者　
乙
種
第
４
類
の
受
験
者

◇
日
時　
11
月
１
日（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◇
場
所

【 

危
険
物
取
扱
者
試
験
と準備

講
習
会 

】

講
習
・
講
座

　
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

◇
受
講
料　
７
０
０
０
円

　
（
光
地
区
防
災
協
会
加
入
事
業
所

の
受
講
者
は
４
０
０
０
円
）

◇
募
集
人
数  

50
人（
先
着
順
）

◇
受
付
期
間

　
９
月
６
日（
金
）～
10
月
25
日（
金
）

■
願
書
配
布
・
申
込
み
先

　
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
・
東

消
防
署

※
講
習
受
講
希
望
者
は
、
受
講
料
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
光
地
区
防
災
協
会
事
務
局

　
（
光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
内
）

　
☎
０
８
３
３
‐
74
‐
５
６
０
２

　
地
域
資
源
を
活
用
し
、
起
業
を
通

し
て
地
域
を
活
性
化
す
る
人
材
の
育

成
を
め
ざ
す
講
座
で
す
。入
門
講
座
、

地
域
づ
く
り
・
実
践
講
座
、
関
連
講

座
の
３
つ
に
分
け
て
８
月
か
ら
９
月

に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

■
起
業
に
役
立
つ
複
式
簿
記
の
基
礎

を
知
ろ
う

◇
日
時　
８
月
31
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

◇
講
師

【 

島
ス
ク
エ
ア起業

家
育
成
関
連
講
座 

】
　
山
本
信
夫

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ

ス
理
事
長
）

■
食
の
衛
生

◇
日
時　
９
月
４
日（
水
）

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

◇
講
師

　
西
村
悠
紀
子
（
柳
井
環
境
保
健
所

食
品
衛
生
班
主
任
）

■
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
つ
笑
顔
の
名
刺

を
作
ろ
う

◇
日
時　
９
月
14
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

◇
講
師

　
三
原
伊
文
（
あ
な
た
の
笑
顔
写
真

館
館
主
）

■
開
催
場
所

　
大
島
商
船
高
専
島
ス
ク
エ
ア
起
業

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　
（
周
防
大
島
町
小
松
91
‐
４
）

■
受
講
料　
無
料

■
申
込
方
法

　
名
前
と
連
絡
方
法
を
伝
え
る

■
問
合
せ
先

　
〒
７
４
２
‐
２
１
９
３

　
周
防
大
島
町
小
松
１
０
９
１
‐
１

　
大
島
商
船
高
等
専
門
学
校　
総
務

課
企
画
係

　
☎
０
８
２
０
‐
74
‐
５
４
５
７

　
FAX
０
８
２
０
‐
74
‐
５
５
５
２

　

E-m
ail　

kikaku@
oshim

a-k.ac.jp



１
（日）

■生涯学習芸能発表会　13:00 ～（西公）
■魅力再発見ウォーキング　10:00 ～（麻里府渡船場）

16
（月）

２
（月）

17
（火）

３
（火）

■健康・栄養相談　10:00 ～ 11:30（いきいき） 18
（水）

■ちびっこ広場　10:00 ～ 12:00（西公）

４
（水）

■こんにちは赤ちゃん教室　10:00～11:30（西公）
■天体教室　20:00 ～（中学）

19
（木）

■胃・大腸がん検診　7:45 ～ 10:00（東公）
■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（里公）

５
（木）

■もうすぐ1歳児教室　10:00 ～ 11:30（西公）
■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（城公）

20
（金）

■胃・大腸がん検診　7:45 ～ 10:00（里公）

６
（金）

21
（土）

■田布施西小学校運動会

７
（土）

■敬老会　10:00 ～（町内8会場） 22
（日）

■魅力再発見ウォーキング　8:30 ～（西公）
■詩情公園美化ボランティア　8:00 ～（地域交流館裏）

８
（日）

■田布施中学校　運動会 23
（月）

９
（月）

24
（火）

■妊婦・育児相談　10:00 ～ 12:00（西公）

10
（火）

■胃・大腸がん検診　7:45 ～ 10:00（西公） 25
（水）

■育児サークル　10:00 ～ 12:00（東公）
■こころの相談　13:30 ～ 15:00（西公）

11
（水）

■胃・大腸がん検診　7:45 ～ 10:00（麻公） 26
（木）

■育児サークル　10:00 ～ 12:00（麻公）
■オレンジカフェ　10:00 ～ 11:30（いきいき）

12
（木）

■胃・大腸がん検診　7:45 ～ 10:00（城公） 27
（金）

■得する健康講座　13:30 ～ 15:00（西公）

13
（金）

■胃・大腸がん検診　7:45 ～ 10:00（麻福） 28
（土）

14
（土）

29
（日）

■胃・大腸・乳・子宮頸がん検診
　7:45 ～ 10:00（西公）

15
（日）

■麻郷・東・城南小学校運動会 30
（月）

■献血　9:30 ～ 11:30（中公前）

省
略
文
字

●中公：中央公民館　  　●西公：西田布施公民館　●東公：東田布施公民館
●麻公：麻郷公民館　  　●城公：城南公民館　　　●里公：麻里府公民館
●いきいき：高齢者いきいき館　 ●麻福：麻郷福祉会館　　●中学：田布施中学校９月のカレンダー

柳 井 川

区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月15日）
年末年始（12月30日～１月３日）
※夜間診療はありません。

9:00 ～ 12:00
（受付 11:30まで）
13:00 ～ 17:00

（受付 16:30まで）
平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

19:00 ～ 22:00
（受付 21:30まで）

休日夜間応急診療所
（柳井市中央1-5-3）

◇連絡先（診療時間内）
☎22-9001

【困】 困りごと相談
日時 ９月24日（月）
　　 10:00 ～ 15:00
場所 中公１階和室
問 町民福祉課
　 ☎52-5811

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 10:00 ～ 12:00

（祝日・困りごと相談日除く）
場所 町社会福祉協議会
問 ☎53-1103

【心】

【心】

【困】
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● 編集・発行　田布施町役場　企画財政課  企画係
　〒 742-1592   山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 3440 番地 1

☎ 0820-52-5803
℻ 0820-53-0140

HP　　 http://www.town.tabuse.lg.jp
E-mail  kikaku@town.tabuse.yamaguchi.jp

QR コ ー ド を
読み取り、手
順に沿ってご
登録ください。

田布施町
メール配信サービス

【心】


